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基準３ 教員及び教育支援者等 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①：教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の基本教育目標及び学習・教育目標に沿って，豊かな人間性を持った創造力に富んだ実践的技

術者を養成するために，専門のさまざまな問題を的確にとらえ柔軟に対処できる基本的な能力を養う

ことを目指す基礎専門科目と，産業界の国際化に対処できる能力と情操豊かで健全な社会人の育成を

目指す一般教養科目を教授できる教員を配置している。特に専門科目の基礎となる数学，及び産業の

国際化に対応できる英語能力向上に重点を置くなど，本校の教育目的を達成し得る配置としている

（資料３－１－①－１～２）。 

本校は，１学年４学級（１学科１学級），入学定員が160人であり，一般科目担当教員として，専

任19人，非常勤講師18人を配置し，入学定員に関わる学生を４の学級に編成する場合，専任教員が18

人以上を必要とする高等専門学校設置基準を満たしている。専任教員及び非常勤講師は，専門分野に

応じた科目を担当している（資料３－１－①－３～４）。 

 

資料３－１－①－１ 

一般科目教員配置状況 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－①－２ 

一般科目教員のシラバス事例 
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資料３－１－①－２続き 

 

（出典：平成 25 年度シラバス, p.G-3,G-12） 
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資料３－１－①－３ 

一般科目担当教員一覧 

氏　名 職　名 学位等 担当科目 専門分野

大河内　邦　子 教　　　授 文学修士 国語 国文学、国語コミュニケーション

佐　藤　　　浩 教　　　授 理学修士 数学 組合せ論

澤　　　　　祥 教　　　授 教育学修士 地理 自然地理学、地形学、活断層研究

窪　田　眞　治 教　　　授 文学修士 ドイツ語 ドイツ文学

上　松　和　弘 教　　　授 理学博士 数学 代数幾何学、複素幾何学

田　邊　英一郎 准　教　授 教育学修士 英語 英語学、英語教育学

本　間　浩　二 准　教　授 体育学士 体育 ラグビー

加　田　謙一郎 准　教　授 修　士（文学） 国語 国文学

山　田　充　昭 准　教　授 博　士（文学） 歴史 日本史学

阿　部　秀　樹 准　教　授 修士（音声学･英語教授法） 英語 英語音声学

野々村　和　晃 准　教　授 博　士（理学） 数学 環論

茨　木　貴　徳 准　教　授 博　士（理学） 数学 非線形関数解析学、凸解析学

比留間　浩　介 講　　　師 博士（コーチング学） 体育 トレーニング科学

木　村　太　郎 講　　　師 博　士（理学） 数学 微分幾何学

主　濱　祐　二 講　　　師 修士（教育学） 英語 英語学、英語教育学

田　阪　文　規 講　　　師 博　士（理学） 数学 群論

上　條　利　夫 講　　　師 博　士（理学） 化学 分析化学、分光学、材料科学

徳　永　慎太郎 助　　　教 文学修士 英語 英語、国際交流

大　西　宏　昌 助　　　教 博　士（理学） 物理 理論固体物理学  

（出典：総務課資料） 

 

資料３－１－①－４ 

一般科目非常勤講師一覧 

氏　名 学位等 担当科目 専門分野
佐　藤　修　一 理学修士 数学 数学、応用数学
小　泉　信　三 学士 化学・生物 化学
佐　藤　　　浩 学士 生物 生物学
滝　口　孝　志 学士 数学 数学
江　川　　　満 学士 美術 陶芸
江　川　てる子 学士 美術 絵画
門　脇　博　子 学士 音楽 音楽
伊　藤　堅　治 体育学士 保健・体育 保健体育、柔道
村　田　久　忠 学士 保健・体育 体育
有　地　智枝子 学士 国語 国語
小　松　明　俊 学士 英語 英語

ポール・ホプキンス 学士 英語 英語コミュニケーション

長谷川　佐知子 学士 英語 英語
冨　樫　　　恵 学士 英語 英語
菊　地　善　教 学士 倫理 倫理社会
山　内　　　清 博士（経済学） 政治・経済 経済理論、中国経済

齋　藤　和　久 学士 歴史 歴史学
 

（出典：総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校は，１学年４学級（１学科１学級）の入学定員が160人で，一般科目担当教員として，専任19

人，非常勤講師18人を配置し，高等専門学校設置基準を満たしている。専任教員及び非常勤講師は，

専門分野に応じた科目を担当しており，豊かな人間性を持った創造力に富んだ実践的技術者を養成し

ている。 

以上により，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員を適切に配置している。 

 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

本校は，各学科１学年１学級40名で構成され，専門科目担当教員として，専任44人，非常勤講師28

人を配置し，専門科目を担当する専任の教授及び准教授の数は36名で，全専任教員44名の1／2以上と

なっていること，また各学科８名以上の専門科目担当教員が在籍し，高等専門学校設置基準を満たし

ており，学科毎の人数，職位のバランスが良いものとなっている（資料３－１－②－１）。 

 専門学科では，本校の基本教育目標及び学習・教育目標に沿って，各学科の目的に合致する専門の

知識を有した教員を配置し，工業界の様々な分野で活躍できる教養豊かな実践的技術者を養成できる

ようにしている（資料２－１－①－４～７参照）。また，これらを担当する教員は非常勤講師を含め，

各担当分野で高い専門性を有し，教育・研究活動を行っている（資料３－１－②－２～５）。 

 

 

資料３－１－②－１ 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－②－２ 

機械工学科担当教員一覧 

氏　名 職　名 学位等 担当科目 専門分野

末　永　文　厚 教　　　授 工学修士，技術士 エネルギー交換工学，設計工学 熱流体工学

本　橋　　　元 教　　　授 博　士（工学）
機械力学，機械設計製図，
機械工学実験，工業力学

自然エネルギー

當　摩　栄　路 教　　　授 技術士 物理，応用物理 品質工学、機械設計

田　中　　　浩 教　　　授 博　士（工学）
機械工作法，機械工学実験，
機械工学実習，精密加工学

加工学

竹　村　　　学 准　教　授 工学修士
情報処理，数値解析，

機械設計製図，機械工学実験
システム計画学

五十嵐 　幸　德 准　教　授 工学修士
材料学，製図製作実習，機械工学

実験
材料工学

増　山　知　也 准　教　授 博　士（工学）
基礎製図，材料力学，機械工学実

験
機械要素設計

佐々木　裕　之 准　教　授 博士（理工学）
マイコン制御，メカトロニクス，
機械設計製図，機械工学実験

ロボット工学

矢　吹　益　久 准　教　授 博　士（工学）
工業力学，熱力学，熱力学演習，

機械要素設計
真空工学

小野寺　良　二 准　教　授 博　士（工学） 創造実習，材料力学，制御工学， 計測制御

今　野　健　一 助　　　教 博　士（工学） 機械製図，機構学，機械工学実験 生体力学

 

非常勤講師 

氏　名 学位等 担当科目 専門分野
長谷川　佐知子 学士 工業英語 英語

山崎　聡 修士 生産工学 生産工学
佐藤健司 学士 電気基礎 電気工学
後藤　誠 準学士 製図製作実習 機械工作法

白野　啓一 工学修士 水力学演習 流体力学  

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－②－３ 

電気電子工学科担当教員一覧 

氏　名 職　名 学位等 担当科目 専門分野

佐　藤　秀　昭 教　　　授 工学修士
電気電子工学基礎実験・実

習，電気回路
電気応用、交流理論

江　口　宇三郎 教　　　授 博　士（工学）
電気電子計測，パワーエレ
クトロニクス，電気電子工

学
光計測工学

吉　木　宏　之 教　　　授 理学博士 物理，応用物理
プラズマ理工学、

原子核理論

内　山　　　潔 教　　　授 博　士（工学）
電気磁気学，電気電子工学
実験・実習，電子工学

電気電子材料

神　田　和　也 教　　　授 博　士（工学）
電気電子基礎，電気電子工
学実験実習，電子回路，電

子回路演習
センサ工学

佐　藤　　　淳 教　　　授 博　士（工学）

情報処理，制御工学，ディ
ジタル回路，電気電子工学
実験・実習，マイクロコン
ピュータ，ディジタル制御

システム

計算機工学

保　科　紳一郎 准　教　授 博　士（工学）
電気磁気学，電気磁気学演
習，通信工学，電気電子工

学実験・実習
電波工学

武　市　義　弘 准　教　授 博　士（工学）

情報処理，プログラミング
演習，電気電子工学実験，
実習情報通信ディジタル信

号処理

ディジタル信号処理

宝　賀　　　剛 准　教　授 博　士（工学）

電気電子工学基礎実験・実
習，電気電子工学実習，電
気電子製図，電気機器，電

気機器設計

電気物性

加　藤　健太郎 准　教　授 博　士（工学） （内地研究） 計算機工学

森　谷　克　彦 助　　　教 博　士（工学）
電気回路，電気機器，電気
電子工学実験・実習，高電

圧工学，発変電工学
電子物性

 

非常勤講師 

氏　名 学位等 担当科目 専門分野
長谷川　佐知子 学士 工業英語 英語

後藤　誠 準学士 電気電子製図 機械工作法
佐藤誉範 修士 情報処理 情報処理

笠原　照明 修士
計算機工学，ソ
フトウェア工学

ソフトウェア，計算機
 

 

 

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－②－４ 

制御情報工学科担当教員一覧 

氏　名 職　名 学位等 担当科目 専門分野

吉　住　圭　市 教　　　授 理　学　士
ハードウエア概論，ソフトウエア
工学，プログラミング演習，デー
タ構造，制御情報工学実験・実習

情報科学

栁　本　憲　作 教　　　授 博　士（工学）
制御工学，システム制御，音と福
祉工学，制御情報工学実験・実習

制御工学、音響工学

渡　部　誠　二 教　　　授 博　士（工学）
信号処理，制御情報工学実験実

習，
ディジタル信号処理

安　齋　弘　樹 准　教　授 博　士（工学）
電気工学，電気工学演習，制御工
学実験・実習，電子デバイス工学

計算電磁気学

三　村　泰　成 准　教　授 博士（環境学）
材料力学，数値解析，熱力学，機
械・電気製図，制御情報工学実

験・実習
計算力学

宍　戸　道　明 准　教　授
博士（工学），

技術士

機械電気製図，創造実習，医療福
祉機器工学，制御情報工学実験実

習
ＭＥ工学

西　山　勝　彦 准　教　授 博　士（工学）
情報処理，マイクロコンピュー
タ，制御情報工学実験・実習

ナノ・バイオ
プロセスシュミレーション工学

安　田　　　新 准　教　授 博　士（工学）
電子回路，制御情報工学実験・実

習
電子・光計測

内　海　哲　史 准　教　授 博士（情報科学）
プログラミング言語，実践情報処

理，情報ネットワーク
コンピュータネットワーク

金　　　帝　演 助　　　教 博　士（工学） 実践情報処理，アルゴリズム入門 位置特定、センシング

佐　藤　義　重 特任教授 博　士（工学） 材料力学，ロボット工学 制御工学、ロボット工学
 

非常勤講師 

氏　名 学位等 担当科目 専門分野
長谷川　佐知子 学士 工業英語 英語

佐藤健司 学士
制御情報工学実

験・実習
電気工学

後藤　誠 準学士 機械・電気製図 機械工作法
白野　啓一 工学修士 水力学 流体力学  

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－②－５ 

物質工学科担当教員一覧 

氏　名 職　名 学位等 担当科目 専門分野

飯　島　政　雄 教　　　授 博　士（工学）
工業化学特論，物理化学，
機器分析，生物物理化学，

生物工学実験
生物有機化学

佐　藤　貴　哉 教　　　授 博　士（工学）
有機化学，有機材料科学，

物質化学
機能高分子化学、材料化学

瀨　川　　　透 教　　　授 理学博士
有機化学，物質化学実験，
材料化学，有機電子論

有機化学、有機光化学

戸　嶋　茂　郎 教　　　授 工学博士
物理化学，電気化学，物質

化学実験
電気化学

佐　藤　　　司 准　教　授 博　士（工学）
材料化学，物理化学，物質

化学実験，材料
工学実験

高分子化学

南　　　　　淳 准　教　授 博　士（理学）

生物化学，工業英語，物質
化学実験，

生物工学基礎，生物工学実
験

植物細胞分子生理学

森　永　隆　志 准　教　授 博　士（工学）
（物質・材料研究機構へ出

向）
高分子化学、材料化学

阿　部　達　雄 助　　　教 博　士（工学）
分析化学，環境とエネル

ギー，環境
生態学，物質化学実験

環境化学、生物化学、分析化学

平　尾　彰　子 助　　　教 博　士（理学）
工業化学特論，物質化学実

験，基礎
生物学

時間栄養学，時間薬物治療学

伊　藤　滋　啓 助　　　教 博　士（工学）
物質化学実験，無機化学，

材料化学
無機化学、結晶化学

清　野　惠　一 特任教授 工　学　士
化学工学，計測制御，反応

工学，
物質化学実験，創造実習

化学工学

 
非常勤講師 

氏　名 学位等 担当科目 専門分野

笹沼　恒男 博士 分子生物学 生物学

小谷　卓 工学士 地球環境科学 分析化学、環境科学

佐藤健司 学士 電気工学概論 電気工学

貫名　学 博士
バイオテクノロ

ジー
生物学

伏谷　眞二 博士 薬学概論 薬学
鈴木　徹 準学士 情報処理 情報処理  

（出典：総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校は，１学年４学級（１学科１学級）で構成され，専門科目担当教員として，専任44人，非常勤

講師28人を配置し，高等専門学校設置基準を満たしており，４つの専門学科に適切に配置している。 

高い専門性を有した専任教員及び非常勤講師は，専門分野に応じた科目を担当しており，工業界の

様々な分野で活躍できる教養豊かな実践的技術者を養成している。 

以上により，教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置されてい

る。 

 

 

観点３－１－③： 専攻科課程を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻

科課程の授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科課程は，機械電気システム工学専攻及び物質工学専攻で構成されており，専攻科課程の学習

・教育目標と到達目標を達成するために，両専攻に共通な一般科目・共通専門科目と専門科目の区分

ごとに必要とする高度な専門性を有する教員を適切に配置している（資料３－１－③－１～４）。 

 

 

資料３－１－③－１ 

専攻科一般・共通専門科目担当教員一覧 

専任教員 

氏　名 職　名 担当科目 専門分野

澤　　　祥 教授 環境地理学特論 自然地理学、地形学、活断層研究

佐藤　浩 教授 応用代数 組合せ論

木村　太郎 講師 応用解析特論 微分幾何学

大西　宏昌 助教 固体物理学 理論固体物理学

加田　謙一郎准教授 日本学特論 国文学

阿部　秀樹 准教授 総合実践英語Ⅱ 英語音声学・音韻論、第二言語の音韻習得

徳永　慎太郎助教 総合実践英語Ⅰ 英語、国際交流  

非常勤講師 

氏　名 学位等 担当科目 専門分野
遠藤　憲子 経済学博士 社会思想史 経済学，社会学  

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－③－２ 

機械電気システム工学専攻 専任教員一覧 

氏　名 職　名 担当科目 専門分野

本橋　元 教授 応用機構学，塑性加工学，専攻科実験 自然エネルギー

末永　文厚 教授 設計工学 熱流体工学

田中　浩 教授 専攻科実験 加工学

竹村　学 准教授 システム計画学 システム計画学

五十嵐　幸德 准教授 材料設計学 材料工学

増山　知也 准教授 設計工学，創造工学演習，専攻科実験 機械要素設計

佐々木　裕之 准教授 総合技術倫，専攻科実験 ロボット工学

矢吹　益久 准教授 総合技術論 真空工学

小野寺　良二 准教授
創造工学演習，実践的デザイン工学演
習，専攻科実験

計測制御

佐藤　秀昭 教授 専攻科実験 電気応用、交流理論

江口　宇三郎 教授 経営工学，レーザー応用計測 光計測工学

吉木　宏之 教授 物理，応用物理，物理学特論 プラズマ理工学、原子核理論

内山　潔 教授 数値計算 電気電子材料

神田　和也 教授 経営工学，光電子デバイス センサ工学

佐藤　淳 教授 専攻科実験，集積回路設計，計算機シス
テム

計算機工学

保科　紳一郎 准教授 電磁気応用工学，伝送システム工学 電波工学

武市　義弘 准教授 専攻科実験，信号処理特論 ディジタル信号処理

宝賀　剛 准教授 実践的デザイン工学演習，創造工学演習 電気物性

栁本　憲作 教授 音響工学 制御工学、音響工学

渡部　誠二 教授 実践電気電子工学，創造工学演習 ディジタル信号処理

三村　泰成 准教授
応用コンピュータグラフィクス，材料力学特
論，総合技術論

計算力学

宍戸　道明 准教授 技術者倫理，実践的デザイン工学演習 ME工学

西山　勝彦 准教授 シミュレーション工学
ナノ・バイオプロセスシュミ
レーション工学

佐藤　義重 特任教授 制御工学特論，総合技術論 制御工学、ロボット工学

宮﨑　孝雄 嘱託教授 センサー工学，データ解析 光応用計測、計測工学一般  

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－③－３ 

物質工学専攻 専任教員一覧   

氏　名 職　名 担当科目 専門分野

瀨川　透 教授 創造実習Ⅱ，工業分析化学 有機化学、有機光化学

飯島　政雄 教授 創造実習Ⅱ，工業分析化学 生物有機化学

佐藤　貴哉 教授
創造実習Ⅱ，工業分析化学，高分子合成
化学，安全工学

機能高分子化学、材料化学

戸嶋　茂郎 教授 創造実習Ⅱ，工業分析化学 電気化学

南　淳 准教授 創造実習Ⅱ，工業分析化学 植物細胞分子生理学

佐藤　司 准教授
創造実習Ⅱ，工業分析化学，高分子材料
化学，実践的デザイン工学演習

高分子化学

阿部　達雄 助教 創造実習Ⅱ，工業分析化学 環境化学、生物化学、分析化学

平尾　彰子 助教 創造実習Ⅱ，工業分析化学，生物機能材
料

時間栄養学、時間薬物治療学

清野　惠一 特任教授 創造実習Ⅱ，工業分析化学 化学工学

粟野　幸雄 嘱託教授 創造実習Ⅱ，工業分析化学，材料科学 無機化学  

（出典：総務課資料） 

 

 

資料３－１－③－４ 

専攻科 非常勤講師一覧   

氏　名 学位等 担当科目 専門分野
小谷　卓 工学士 環境化学 分析化学、環境科学

加藤　康志郎 博士（工学） 総合技術論 トライボロジー、機械要素

丹　省一 博士（工学）
流体機械，総合技
術論

流体工学、エネルギー変換工学

斉藤　茂 博士 総合技術論 流体工学
鷲尾　幸久 学士 総合技術論 海洋学

金田　康正 博士 総合技術論 コンピュータ

松木　英敏 工学博士 総合技術論 電気工学
萩原　久大 理学博士 生物資源利用化学 生物学
Mikael A. Langthem 博士 音響工学 流体関連騒音、振動
FEILLET Celine 博士 生物機能材料 生物学  

（出典：総務課資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科課程は，機械電気システム工学専攻及び物質工学専攻の２専攻で構成されており，専攻科課

程の学習・教育目標と具体的な到達目標を達成するために，両専攻に共通な一般科目・共通専門科目

と専門科目の区分ごとに必要な高度の専門性を有する授業科目担当教員を適切に配置している。 
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講

じられているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，教員組織の活動をより活発化するために，高等専門学校設置基準の規定に従い，均衡あ

る年齢構成，男女比率，教育経歴，及び多様な経験等への配慮に基づいた教員組織となるよう努め，

特に女性の積極的採用に取り組み，教員公募時にも明記している（資料３－１－④－１）。 

教員の年齢構成については，各年代でバランスのとれた教員組織となるように選考，配置している

（資料３－１－④－２）。教育経歴への配慮については専門学科では84％，総合科学科理系では87％

が博士の学位を有しており，総合科学科文系では90％が修士あるいは博士の学位を有している（資料

３－１－④－３）。また，技術士を有する教員も３名配置されている（資料３－１－②－２，４参

照）。教員の中で，企業経験者22％，他の教育研究機関経験者25％であり，多様な経験を持つ教員が

配置されている（資料３－１－④－４）。 

また，教員のポテンシャルを高め，教育・研究水準の維持向上及び教育・研究の活性化を図るため，

以下のような活動を行っている。 

＜１＞学内優秀教員表彰 

 本校教職員等顕彰規程により，毎年功績のあった教員を表彰する（資料３－１－④－５～６） 

 

＜２＞教員交流および在外・内地研究員 

 教員交流や在外・内地研究員制度を活用し，継続して教育・研究を活発化させている（資料３－

１－④－７）。 

 

＜３＞ 各種教員研究集会への参加 

 高専女子フォーラム，クラス経営・生活指導研修会，高専・両技科大教員交流研究集会等，高専

機構，両技科大が主催する教員研修会に継続して参加している（資料３－１－④－８）。 

 

＜４＞研究奨励教員 

 平成24年度より，研究活動の活性化を目的として，教員の研究遂行に必要な知識及び能力の向上

を図る活動を奨励するため，研究奨励教員制度を開始した（資料３－１－④－９）。教員は校務を

最小限に抑えることができ，研究に専念可能な環境となる。現在３名の教員が選抜されている。

（資料３－１－④－10） 

 

＜５＞校長との面談 

 毎年度初めに，新任教職員，配置換え教職員，希望する教職員との面談が行われている（資料３

－１－④－11）。 
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資料３－１－④－１ 

教員公募資料 

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－④－２ 

 

平成２５年５月１日現在

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

総合科学科文系 1 2 5 2 1

総合科学科理系 4 2 2

小　　　計 1 6 7 4 1

機械工学科 3 3 4 1

電気電子工学科 2 4 3 2

制御情報工学科 3 5 2 1

物質工学科 1 1 2 2 4 1

小　　　計 1 1 10 14 13 5

合　　　　　計 2 1 16 21 17 5 1

専任教員年齢構成一覧

区　　　分
20～29 30～39 40～49 50～59 60～

 

（出典：総務課資料） 

 

資料３－１－④－３ 

 

平成２５年５月１日現在

小計
％ ％ ％ 人数

18.18% 72.73% 9.09% 11

87.50% 12.50% 8

84.09% 9.09% 6.82% 44

73.02% 20.63% 6.35% 63合　　　　　計 46 13 4

専門４学科 37 4 3

総合科学科理系 7 1

総合科学科文系 2 8 1

専任教員の学位取得状況

区　　　分
博　士 修　士 その他

人数 人数 人数

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－④－４ 

教員の前職経験状況 

平成２５年５月１日現在 

区分 人数 全体に占める割合（％）
民間企業勤務 14 22%
大学または研究機関勤務 16 25%
他の高等専門学校勤務 3 5%
高等学校等勤務 5 8%
学生・その他 25 40%
合計 63 100%  

（出典：総務課資料） 

 

資料３－１－④－５ 

 （抜粋）

 
（出典：規程集） 
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資料３－１－④－６ 

○表彰状
所属 氏名 表彰内容 備考 表彰状文案

機械工学科 田中　浩 学生指導

平成24年度高専-長岡技科大（機械
系）教員交流研究集会「研究情報交
換会」において、最優秀プレゼンテー
ション賞を受賞した、専攻科機械電気
システム工学科専攻１年齋藤　翼君
の指導教員

貴殿は学生指導に精励され 平成24年度高専-長岡技科大（機械系）教
員交流研究集会「研究情報交換会」 において指導学生の最優秀プレゼ
ンテーション賞受賞に多大の貢献をされました
ここに本校顕彰規程に基づき貴殿の卓越した功労に対して平成24年度
鶴岡工業高等専門学校優秀教職員表彰状を呈して深甚の謝意と敬意
を表します

電気電子工学科 佐藤　淳 学生指導

マイクロソフト・国立高専機構ＩＴ共同
教育プロジェクトアプリ開発コンテスト
学校賞受賞
応募学生の指導教員

貴殿は学生指導に精励され マイクロソフト・国立高専機構ＩＴ共同教育プ
ロジェクトアプリ開発コンテスト において指導学生の学校賞受賞に多大
の貢献をされました
ここに本校顕彰規程に基づき貴殿の卓越した功労に対して平成24年度
鶴岡工業高等専門学校優秀教職員表彰状を呈して深甚の謝意と敬意
を表します

機械工学科 小野寺　良二 学外表彰

制御情報工学科 宍戸　道明 学外表彰

電気電子工学科 内山　潔 外部資金獲得 今年度1,000万円以上獲得

物質工学科 佐藤　貴哉 外部資金獲得 今年度1,000万円以上獲得

昨年度の受賞だが、
通知が年度末間際に
届いたため、今年度
の対象者に入れる

論文集「高専教育」第３５号　高専教
育論文賞

平成24年度　教員顕彰被表彰者一覧

貴殿は「離島での家電修理ボランティアを通した実践的技術者育成と地
域貢献」により高専教育論文賞を受けられ本校の発展に多大の貢献を
されました
ここに本校顕彰規程に基づき貴殿の卓越した功労に対して平成24年度
鶴岡工業高等専門学校優秀教職員表彰状を呈して深甚の謝意と敬意
を表します

貴殿は教育研究・地域連携の充実強化のため外部資金の獲得に精励
され本校の発展に多大の貢献をされました
ここに本校顕彰規程に基づき貴殿の卓越した功労に対して平成24年度
鶴岡工業高等専門学校優秀教職員表彰状を呈して深甚の謝意と敬意
を表します

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－④－７ 

教員交流，在外・内地研究員活用状況 

長期研究員派遣状況 

 

年 度 所属・職位 教員名 派遣先 派遣期間 

平成２０年度 総合科学科・准教授 鈴木 有祐 横浜国立大学 
平成２０年５月１日～ 

平成２１年２月２８日 

平成２２年度 総合科学科・准教授 野々村 和晃 大阪市立大学 
平成２２年５月１日～ 

平成２３年２月２８日 

平成２４年度 総合科学科・助教 木村 太郎 筑波大学 
平成２４年５月１日～ 

平成２５年２月２８日 

平成２５年度 
電気電子工学科・ 

准教授 
加藤 健太郎  群馬大学 

平成２５年５月１日～ 

平成２６年２月２８日 

平成１８年度 物質工学科・助教 南 淳 

ウィスコンシ

ン大学マジソ

ン校（米国） 

平成１８年３月２０日～ 

平成１９年３月１０日 

平成２０年度 物質工学科・助教 阿部 達雄  

インディアナ

大学ブルーミ

ントン校（米

国） 

平成２０年３月２１日～ 

平成２１年３月１５日 

高専間交流実績表

所属 職名　 氏名 期間 交流先高専名

総合科学科

総合科学科

制御情報工学科

准教授

准教授

加田　謙一郎
平成18年4月1日

～
平成19年3月31日

徳山工業高等専門学校

教授 大河内　邦子

三村　泰成

平成21年4月1日
～

平成22年3月31日

平成22年4月1日
～

平成23年3月31日

香川高等専門学校

一関工業高等専門学校

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－１－④－８ 

各種教員研究集会への参加一覧 

研修名称 主催者 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
高等専門学校教員研修（クラス経営・生活指導研修会） 国立高等専門学校機構 2 2 2 2 2
カルト問題に関する研修会 国立大学法人山形大学 2
高等専門学校新任教員研修会 国立高等専門学校機構 5 1 4 3
教育方法改善共同プロジェクト教員研究集会 国立高等専門学校機構 1
全国国立高等専門学校メンタルヘルス研究集会 国立高等専門学校機構 1 1 1 1 1
障害学生修学支援教職員研修会 日本学生支援機構 1
新任校長研修会 国立高等専門学校機構 1
高等専門学校教員研修（管理職研修） 国立高等専門学校機構 1 1
全国学生指導担当教職員研修会 日本学生支援機構 1
平成24年度教員のための原子炉実験・研修会「原子炉を用いたエネル
ギー・放射線体験講習」

近畿大学 1

平成24年度障害学生支援研修会[理解・実践プログラム] 日本学生支援機構 1
平成24年度国立高等専門学校機構産学連携に関する実践セミナー 国立高等専門学校機構 1
全国高専女子フォーラム 国立高等専門学校機構 2 2
高専・長岡技科大（機械系）教員交流研究集会 長岡技術科学大学 1 1 2 1 1
高専・長岡技科大（電気系）教員交流研究集会 長岡技術科学大学 2
高専・長岡技科大（経営情報系）教員交流研究集会 長岡技術科学大学 1 1
高専・長岡技科大（環境・建設系）教員交流研究集会 長岡技術科学大学 1 1
高専・技科大連携教員研究集会 豊橋技術科学大学 2 2 2 2
全国高専教育フォーラム 国立高等専門学校機構 1 5 4 6
国立高専機構主催高等専門学校教員研究集会 国立高等専門学校機構 3
国立高専機構主催高等専門学校教員研究集会（プロジェクト研究集会） 国立高等専門学校機構 1 1
留学生・国際交流担当教員研究集会 国立高等専門学校機構 1
東北地区高等専門学校教員研究集会 ※ 2 3 3 3

※平成２０年度の東北地区高専教員研究集会・・・主管校のため、発表
者は２名、聴講者は多数。  

 

（出典：総務課資料） 

 

資料３－１－④－９ 

 

（出典：規程集） 
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資料３－１－④－10 

研究奨励教員一覧 

 

（出典：総務課資料） 

 

 

資料３－１－④－11 

校長面談案内 

 

（出典：総務課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校の教員採用に当たっては，年齢構成，男女比率，教育経歴，実務経験も配慮してきた。教員組

織の構成は，バランスが取れたものとなっている。教員の多くが多様な経験をしており，さらに，研

究奨励教員，校長との面談などを行い，教員組織の活性化を図っており，適切な措置が講じられてい

る。 

学科 職位 氏名 期間 テーマ 

総合科学科 講師 上條利夫 
平成 24 年 4 月 1日～ 

平成 26 年 3 月 31日 

能動制御が可能な 

超潤滑表面の創製 

機械工学科 准教授 増山知也 〃 
浸炭歯車の損傷評価と 

予寿命予測 

制御情報 

工学科 
准教授 三村泰成 

〃 
災害対応型組立構造物の 

設計・供給システムの開発 
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観点３－２－①： 全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価が行われているか。また，

その結果把握された事項に対して教員組織の見直し等，適切な取組がなされてい

るか。 

（観点に係る状況）   

学校による定期的評価として，「国立高等専門学校機構教員顕彰に係る教員の自己評価及び相互評

価の実施」に基づき，教員の点検・評価を毎年行っている（資料３－２－①－１，２）。 

また，教員教育評価票は，年度当初に計画した教育活動内容について教員が自己評価した後，FD

委員会が点検・評価を行い，教員及び評価・改善委員会に報告・提言し，改善を図っている（資料３

－２－①－３）。    

上記の定期的評価に基づき，教員組織の見直しが図られている。平成 24 年度から平成 25 年度にか

けては，専門学科の教育活動強化，専攻科課程充実のため，一般科目担当教員３名を専門学科へ異動

させる組織変更を行った（資料３－２－①－４）。 

また，平成 23 年度までに教職員で構成される会議・委員会組織が 53 組織存在していたが，平成

25 年度は，31 組織までスリム化し，教員教育活動をし易いように見直されている（資料３－２－①

－５）。 

 学生による授業評価については，FD 委員会が中心になって，学年末に非常勤講師を含む全教員に

対する「学生による授業改善アンケート調査」を実施し，その結果を個々の教員自身が把握して授業

の改善に役立てている（資料３－２－①－６～８）。 
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資料３－２－①－１ 

教員自己評価の通知 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－２－①－２ 

自己評価書 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－２－①－３ 

 

（出典：FD委員会資料） 
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資料３－２－①－４ 

専門学科への教員配置状況 

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－２－①－５ 

平成23年度校務分掌（抜粋）

 

 

 

平成25年度校務分掌（抜粋）

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－２－①－６ 

 

 

（出典：FD委員会資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準３ 

- 106 - 

資料３－２－①－７ 

授業改善アンケート結果 

 

（出典：FD委員会資料） 

 

資料３－２－①－８ 

教員コメント事例 

 

（出典：FD委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学校による定期的評価として，国立高等専門学校機構教員顕彰に係る教員の自己評価及び相互評価，

及び教員教育評価票による教育活動評価が行われており，FD 委員会が点検・評価し，教員及び評価

・改善委員会に報告・提言し，改善を図っている。また，学生による授業評価については，授業改善

アンケート調査を実施し，その結果を個々の教員自身が把握して授業の改善に役立てており，学校に

よる定期的な評価が行われ，教員組織の見直し等，適切な取組がなされている。 

 

 

観点３－２－②： 教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定められ，適切に運用がなさ

れているか。 

（観点に係る状況）  

本校の教員の採用については，「鶴岡工業高等専門学校教員選考規程」（以下「教員選考規程」と

いう。）に基づき，原則として，公募により選考している（資料３－２－②－１～２，資料３－１－

④－１参照）。 

 教員の採用に際しては，校長，教務主事，当該学科長等を構成員とする教員選考委員会を設置の上，

「鶴岡工業高等専門学校教員選考基準」（以下「教員選考基準」という。）に基づき，書類審査を行

い，その報告を受け，面接を実施した上で最終候補者を決定している（資料３－２－②－３）。 

 教員の昇任については，教員選考基準に基づき選考している。 

 非常勤講師の採用については，「鶴岡工業高等専門学校非常勤講師採用に関する申し合わせ」（以

下「非常勤講師採用に関する申し合わせ」という。）に基づいて，各学科長からの非常勤講師採用計

画とともに非常勤講師選考調書を学生課に提出し，その選考調書を基に，校長及び教務主事で採用計

画を策定し，教務委員会で資格審査を行った上で採用候補者を決定している。非常勤講師の退職に関

しては，原則として，非常勤講師採用に関する申し合わせに基づき，満67才に達した者は，その達し

た日の属する年度の末日までとしている。（資料３－２－②－４～５）。 

 

 

資料３－２－②－１ 

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－２－②－２ 

 

（出典：総務課資料） 

 

資料３－２－②－３ 

教員選考委員会設置通知(抜粋) 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－２－②－４ 

非常勤講師申し合わせ事項 

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料３－２－②－５ 

非常勤講師採用に係わるフロー 

提出 提出 報告 依頼 予算要求

（計画立案） （審議）

・担当科目 ・候補者の選考

・担当時間 ・科目、時間

・候補者選定

非常勤講師

学生課教務係

運営会議
 (翌年４月)

 報
 告

教務主事

 事
 前
 協
 議

総務課人事係
(２月)

委　 承
嘱　 諾

　　　発
　　　令

総務課財務係学生課教務係
一般科目
専門学科

（10～11月)

教務委員会
(12月)

 

（出典：総務課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員の採用については，教員選考規程に基づき採用候補者の公募を行った上で，面接を実施し，最

終候補者を決定している。また，昇任についても教育研究業績等を勘考して，教員選考基準に基づい

た昇任が実施されている。また，非常勤講師の採用については，非常勤講師採用に関する申し合わせ

に基づき決定しており，教員の採用や昇格等に関する基準や規程が明確に定められ，適切に運用がな

されている。 

 

 

観点３－３－①： 学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者

等が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の事務職員，技術職員等は，事務職員配置状況の通り配置されている（資料３－３－①－１～

２）。 

 教育支援は，主として総務課(図書情報係)と学生課（教務係，学生係，寮務係）と教育研究技術支

援センター（第１班～３班）で行っている。教務係は，授業時間割の編成，授業及び試験に関するこ

と，学生の校外実習等に関すること，学生係は，学生の課外活動，学生の育英奨学，学生の就職指導

や福利厚生に関すること，寮務係は，学生寮の管理運営，寮生の福利厚生等の支援業務を行っている。

また，技術職員は，教育研究支援のための技術開発及び技術業務に関すること，学生の実験及び実習

の技術指導に関すること，実験・実習施設における機械器具等の保全管理等の教育支援を行っており，

必要な人材と人員が配置されている（資料３－３－①－３，資料２－１－③－16～18参照）。 

図書情報係には，司書の資格を有した職員を配置し，教育及び研究活動に必要な図書等の収集，管

理及び運用を行って支援している。 
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資料３－３－①－1 

 
（抜粋）

 

 （総務課） 

第１０条 総務課に、総務係、人事係、図書情報係、財務係、用度係及び施設係を置く。 

４ 図書情報係においては、次の事務をつかさどる。 

（図書メディアセンター関係） 

一 図書メディアセンターの管理運営に関すること。 

二 図書メディアセンター資料の受入並びに整備及び保存等に関すること。 

三 図書メディアセンター資料の閲覧、帯出等利用に関すること。 

四 図書メディアセンターにおけるレファレンスサービス（検索指導、読書相談等）に 

関すること。 
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資料３－３－①－1続き 
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資料３－３－①－1続き 

 

 

（出典：規程集） 
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資料３－３－①－２ 

  事務職員，技術職員配置状況 

 

                             （出典：平成25年学校総覧，p.６） 
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資料３－３－①－３ 

 （抜粋）

 

（出典：規程集） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 事務職員の教育支援については，主として総務課・学生課で行っている。また，技術職員は教育研

究技術支援センターとして組織化されており，専門分野の異なる各学科において十分な教育支援がで

きるよう，必要な人材と人員が配置されている。 

 以上により，学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者等が適

切に配置されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

教員構成は，年齢構成，教育経歴，実務経験が配慮され，バランスが取れている。また，技術職員

は，教育研究技術支援センターとして組織化され，全学科への教育支援ができる体制がとられている。 

 

（改善を要する点）  

 特になし 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

本校は，１学年４学級（１学科１学級）の入学定員が160人で，一般科目担当教員として，専任19

人，非常勤講師18人を配置し，高等専門学校設置基準を満たしている。専任教員及び非常勤講師は，

専門分野に応じた科目を担当しており，豊かな人間性を持った創造力に富んだ実践的技術者を養成し

ている。教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員を適切に配置している。 

本校は，１学年４学級（１学科１学級）で構成され，専門科目担当教員として，専任44人，非常勤

講師28人を配置し，高等専門学校設置基準を満たしており，４つの専門学科に適切に配置している。 

高い専門性を有した専任教員及び非常勤講師は，専門分野に応じた科目を担当しており，工業界の

様々な分野で活躍できる教養豊かな実践的技術者を養成している。 

以上により，教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置されてい

る。 

専攻科課程は，機械電気システム工学専攻及び物質工学専攻の２専攻で構成されており，専攻科課

程の学習・教育目標と具体的な到達目標を達成するために，両専攻に共通な一般科目・共通専門科目

と専門科目の区分ごとに必要な高度の専門性を有する授業科目担当教員を適切に配置している。 

本校の教員採用に当たっては，年齢構成，男女比率，教育経歴，実務経験も配慮してきた。教員組

織の構成は，バランスが取れたものとなっている。教員の多くが多様な経験をしており，さらに，研

究奨励教員，校長との面談などを行い，教員組織の活性化を図っており，適切な措置が講じられてい

る。 

学校による定期的評価として，国立高等専門学校機構教員顕彰に係る教員の自己評価及び相互評価，

及び教員教育評価票による教育活動評価が行われており，FD 委員会が点検・評価し，教員及び評価

・改善委員会に報告・提言し，改善を図っている。また，学生による授業評価については，授業改善

アンケート調査を実施し，その結果を個々の教員自身が把握して授業の改善に役立てており，学校に

よる定期的な評価が行われ，教員組織の見直し等，適切な取組がなされている。 

教員の採用については，教員選考規程に基づき採用候補者の公募を行った上で，面接を実施し，最

終候補者を決定している。また，昇任についても教育研究業績等を勘考して，教員選考基準に基づい

た昇任が実施されている。また，非常勤講師の採用については，非常勤講師採用に関する申し合わせ

に基づき決定しており，教員の採用や昇格等に関する基準や規程が明確に定められ，適切に運用がな

されている。 

事務職員の教育支援については，主として総務課・学生課で行っている。また，技術職員は教育研

究技術支援センターとして組織化されており，専門分野の異なる各学科において十分な教育支援がで

きるよう，必要な人材と人員が配置されている。学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，

技術職員等の教育支援者等が適切に配置されている。 


